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東京聖栄大学紀要審査基準  

（審査の対象）          

１．審査の対象とする原稿は東京聖栄大学投稿要領２に定める原著論文、短報、および

資料とする。

（査読者）

２．査読者は２名以上とし、学内外から紀要編集委員会(以下、委員会という。)によっ

て選出される。

３．論文の内容・表現はすべて執筆者が責を負うものとする。

４．査読者の名は執筆者に秘すものとする。

（審査の方法）                          

５．査読者は審査結果を以下のように判定し、審査用紙に、修正要求、参考意見等を添

えて委員会に返送する。

 ａ）無修正で掲載可

 ｂ）修正後に掲載可

 ｃ）修正後に再審査

 ｄ）掲載不可

６．無修正で掲載可と判定された原稿については、審査評を確認して委員会が最終的に

掲載を決定する。

７．修正後掲載可と判定された原稿については、委員会が査読者に代わって修正部分を

確認し、修正が十分になされていると判断した場合は掲載を決定できる。修正が不

十分と判断した場合は執筆者に修正を求めるか、査読者に再審査を要請することが

できる。

８．査読者が原稿の修正が必要と判断した場合、および掲載不可と判断した場合は委員

会は審査評を添付して、原稿を執筆者に返却する。

９．修正後に再審査と判定された場合、修正後の再審査は、原則として、当初選任され

た査読者がこれに当たるものとする。

10．原著論文として投稿されたもので、査読者が、内容が原著論文としての基準には達

していないが短報としての価値があると判断した場合は、審査用紙にその旨を明記

し、委員会に報告する。


